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2) 当科における糖尿病性網膜症
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糖尿病性網蛙症は成人の失明原臓の土蔚凌占ぬ1訂拍

年代の初期において才で籠イギリスやてメリカでは失明

原紳り第一幕中′鰍吉されている“我が国においては全

国的な調査糾汗漣ノていないため正廠測窃位については

不明である軋　窪に等針は千葉県に－おいては失明原鏑の

－ム位てあり　や発明者における酢威病者の割合誹紬iジ二

極裾こあると　て　そダ対策は放尿病の臨床に携わる者

にと一・ノて重要な課魔であるケ結論してい肯．とこか℃

こう　た糖尿病性網膜症が糖尿如り養い病歴の如りどの

時勘から，どのような患者に起こってくるか臨床医の等
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糖尿病の合併症と治療をこ関する戯恵の遊歩

しく抱 く興味であ り,そ鍔う観点からこれまで多 くの検討

がなされてきたか

今桝は,新潟大学第-内科及び眼科にて治療中の症例

を対象に 呈)網膜症の合併頻度を病頚!卓亨発症時年齢及び

曜病期間との関連において,鷲)視 力障害者を同様な関

逮,時をこ曜癖期署等-網 明 菜治療放澄鐸潤 との関連において,

語)最長洩8ケ月間の観察期間をこおける網膜症の発症率と予

発症率に影響を及ぼす因子について9g)3点についての

検討をおこなった,～,

対 象

対象は新潟大学第-1明 科と眼科にて共同で経過を観察

している糖尿病症例である.病型はイソスリソ依存型

ケ トアシ ド-ジスの既私 グルカゴン 浅m鰐静注襖U)血

中 tll)lミ舶itj廿こInLTm日 日､'. 吊 煩 いLlⅠ-1ミ㍉IIか 川′lLr

.トノ､卜.ヽ尉十ノ工晶f∵ナ場 合左 t川 ハⅠ.:を､T､畑 '､､場 ∴弓r＼】

川 nI i∴･;.

yTtL.LL:Lt.刷j∴L~▲.1二~---1､鳥取,JT,∴Ll､,i･.･巨廿､･ノト.＼l川 ハ1

の発症時期の推定をこ,偶然の尿糖の指摘,lj渇,多飲,

多尿等の巨Dj覚症状の出現がf軌 ､られていた⇔

糖尿病性網膜症の有無及びその程度は眼科における診

断をその 藍恋用いた｡程度の分類は簡単にするために光

凝固術や硝 デ･体 魯網膜 手術等の眼科的治療を要する磯 倉

と進行が高度なために既にそ己T3適応のない場合を悪性,

それ以外を挽性と Lf∴ Lたが---､て,前増殖型網羅軽症で

払 悪性に曾霧蓬され出 離夢uと良性-と分類 された症例が

結 果

t.症例について

klJ･象1,日畑 三二111日＼tLtT千畑 ＼1日r)＼t州)(町 合Jt~217lL'ju
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N附 nM で88例 (嶺6.3%)の合計u漫例 ほH望%/3に認

く確病期間の延長闘 掌って網膜症の合併頻度が高 くなる

もの釣号音0年最 Lではその頻度ははば --魔 であった･且-

mmM の症例酌みをとり潜 Lてみると, 5年未満では網

膜症の認められる症例はなか-〕たが,それ以上では隊病

期間領翌年m 且例を除き全例をこなんに適職 網膜症を認めた･

悪性網膜症6')頗麓はセ望む隼未満では望卵硝 子後と…-一定の頻

度であるが,語り隼最 長二では55.3%と急激に増加 している巾
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こ れ は , 盟約 畢 最 上 の 曜 病 期 間 を 着 す る 症 例 をこ 責 め る 紺 }

I)M L･里 ;lj合 h t::iト ∴ .∴ 1川 )M 症 で町 ~て∴悪 性 網 膜 症 も･叫 ir!

度 が 高 い こ と に よ る も の と 思 わ れ る 外

発 症 時 年 齢 層 fjの 網 繰 症 の 合 併 頻 度 を 園 望 むこ 示 し た 金 塊0

才 ま で 齢 合 併 輝 度 が い ず れ も 60 % 以 上 と 高 く , 発 症 時 年

齢が 高 齢 をこ な る をこ つ れ て 低 く な っ て い る . 郁 才 以 上 発 症

群は他 群 に 比 L 推 定 曜 病 期 間 が 短 く 7 そ の 影 響 も あ る 屯

のと考 え ら れ る , 悪 性 網 膜 症 の 発 症 時 年 齢 別 の 合 併 頻 度

れ以降は高 齢 に な る かこ 従 い 低 下 し た あ

ご. 視力障害 例 の 検 討
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視力障害の出現時年齢は嘉才から観音.平均複軌望才であっ

た書この症例のうち何等かの治療を継続 Lていた症例は

6例をこ過ぎず予残る且臓 で7例は偶然の顔葱に尿糖の指

摘を受けたもの碍全く治療せず臣こ放鷺し 他の嶺例は高

血糖に基づ宅症状を自覚していたが放鑑 (語例),或い

は短期間のみの治療 (望例)という状願であった.この

放匿 曲衆治療の期間は3年から旦締 ,登壇9.6年であっ

た--づ才,治療を継続していた6例の糖尿病の発症から

祝JJ障宮日脚 ､1311迄叫耶侶二1畑 ∴小∴:叫 ･.し日刊9.7号∵

莱治療 食放贋例をこ比し長かった｡これらの症例の病歴を
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或いは榔 ここの年翻 こ樽歯ななんらかの赦険因子が存在

するかについては明らかWf軒ることができないが,あ渡

一 ､ 1

▲▲

.:/

▲▲▲

. ＼ ~ ▲



糖尿病の合併症と治療に関する巌蓮の進歩

:i. 網膜症の発症率と危険因子について

198翌年の--肇潤 に限紬 こて網膜症が未発症と診断され,

症例汗 l川爪17酬 ＼lr)tN 御 町 ､合計t甜 !∴ 十 十 .

この観察期間舶 こ新たをこ網膜症が発症 したと判定された

症例は2浸剤 も32血隅 )であった,この発症率をこ及ぼす困
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チ--発症時隼齢,推定曜病期間,且98望隼の年齢,観察

期間中の 貰馳鬼且の平均値,観察開始時の高血圧チ高脂

血症ヲ肥満,糖尿病家族歴の有無- について検討Lた,

血圧言 1･1(1川11､日∴七,･F∴即IhT_F卜削根神 巨TLI症例八,[(:.7轟TL

rug(il.LLL､卜,を.高射血症.標準休重し･'､L10いI,il､卜十肥満._㌔

LfJp,

ll)I)＼lL'､酎li..率言li!.し1㌦.NIr)nM Lへ十畑 圭与1.00..

し_I川爪t.十･高い侶汗巨･示1.JI∴

推定隊病期間を5年毎町家切りチ各区間毎の発症率を

図 複をこ"しめした.5年未満群で軌旦籍と低率であったが予

二､子守 1LJ､lL.∵1ミニ軒li~二率言:L'ミ∴畑 ＼一･11..jLlいi:封汀で I∴撃･.JL･_.千

は認めなかった.

糖尿病の発症時年齢との関係も図 複に示 したサ50才

未満とそれ損 じで発症率が明らかをこ異なり,50才未満群

で嶺0.%前後の発症であるのむこ対 し 50才最上群では20%

前後と低率であった｡

観察期伸 巨'＼川);llJトト守]伯.;I./吊 7十 畑 卜二 年

症率十1-L畦十 十こ.川1:11十パ)い(古?卜附.ニーItミ.0㌔. 9

高くなるに従い発症率が高くなる健闘 こあった.

網膜症発症群と莱発症群のそれぞれの推定曜病期間を

各 を号bA且 レベル毎にみると, 9%未満群では発症群で

の推定曜病期間が長い傾夢瑚 こぼあったがチ統計学 と有意

差はみとめられなかった,

機の国 賓絹こついては糖尿病の家族歴の有無は発症率をこ

金 環影響がなか ったが,肥満,高血圧,高 二ブレステ㌻3---

ル,鳥中性脂肪血症¥がある群はない欝をこ比 し それぞ

考 案 と ま と め

今河の調蜜で我利 ま糖尿病の病型,曜病期間,発症時

年齢の語りの点をこ着 目して網膜症uj合併頻度及び発症率

を検討 Lた.

この3点のうち隈病期間と合併頻度との開榛をこついて

はこれまで多くの報告があ りきいずれもその間の正の相

関関係を認めている,

病塑別をこ頻度をもとめ両者を比較検討 した成績は大谷

等3㌦が述べているように少ない,これは発症時期が 五秒

YjM では明らか紅できるが Nm DM では明らかにでき

ず,曜病期間が夢司じ両者を比較することが困難なことに

よるものと思 う中発症時年齢かこ関 しても同様な限界から



:iiZコ 帖駆/告:耕三誌 第1日Lill'Ti弟(号;･眉帖鉦i:-(‖j

IT)I)へl;∴ さト~ー1.ミ∵∴醸l;十Ul.r∴､十,-+ ＼Ⅰ川)＼1∴-

関してはあ渡り検討されていない"

脅軌 敢えてNmDM においても発症時年齢と済膜

疲碍合併額度と発症率について検討してみた.その結梁9

発症時年齢が50才以上の症例では9それ以下の症例に比

し網膜症殿合併頻度が低いだけではなく,同じ観察期間

内か賢はば賢司程度の曜病斯書絹をこもかかわらず網膜症の発症

hh.qLl†･＼.i(LtlこIrm l言い卜丁:-1晶､川等--11･･､根付十卜昌二1'

約娩討議)で3位才以上で糖尿病を発症L5勘二u澗隊病期

間を歯する症例では若準発症ほど網落莫症の発症頻度が高

いとし,50才最下で発症首た症例はそれ以上で発症した

症例より相/-J慧5%程商願度であることを示している.

N五mmM の網膜症の発症をこ関する徽険弼二~㌢濫ついて

細な検討を汚い菅醐才未満発症症例はそれ損邑二で発症し

た症例に比して約諾倍の発症率であると報告Lている.

今回の我 が々う娩諾頚"は予観察期間9対象数でこうした太

根性.:｣で畑｢.二+.十卜∴ i∴-∴..∴ ＼ll)I)=∴ト∴~比

較的若年で発症する症例が芳網膜症翻発症に閉じては高

齢発症症例に比較して危険性狛電いという薫につ汗ては

はif蜜-致するものである.

凄絶力障害の定義をこついては報菩∵激をこよりまちまちであ

るが,矯正複軌が&漫最㌣-というのが-ん椴的なようであ

る早我 は々片眼の矯正視力が0台C3鉱AFを高度脱力障害と

Lて検討Lたところ且冒名がこれをこ該当L,全対象U開溝

学病院という特殊性が紳嫁されたものとおも教)れ′る号こ

れら脱力障害者の糖尿病の発症から視力障害蹴現送の期

間を見ると放済8中断歴のある患者では平均9.を摺三で,

治療を継続Lつつむ視力障害を乗たした症例の且凱7年粟

比Lて非常をこ短くなっている七糖尿病の発症から脱力障

害蛙覧硯迄の期間については,木戸等Sjは何れかの眼の祝

jJ吊).011-日､'をll｣敷i･ト::10..-1汁.北斗等'1･∴両肌配り

と'~欄廿iO.(1日JF､卜･'.斗｣象i-~～).畔･t∴∴虹';,∵パH仁':いう.

剰司の我 の々対象も含め視力障害を来たす症例は短期間

で網膜症が進展していることが窺える一顧にこうLた症

例の臨床的特級として上記報告者はいずれも糖尿病治療

の放置や中断を挙げている.糖尿病発展M&後の治療の放置魯

中断はザ発見の遅れとともをこ複方障害を発たず網膜症をこ

関する殿も大きい危険因子として銘記されるべきものと

思われるO

網膜症の発症をこ影響を及ぼす危険因子として年齢をこ関
係する因子,血糖殿こぞソトロ-ルをこ関する因子以外をこ高

血圧,高騰激症等が考えられているか脊振羽の検討では,

中橡脂肪の商も澱は正常な欝をこ放し.盟.望倍の発症率を

示首【鳶や赤沼7)も同様なことを報苦LているやLかLチ

単独でどの程度閲覧-するかは困粥であり,今後の詳細な
検討を掩たねばならない.
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